
 

 
 

 

みなと リ サイ ク ル清掃事務所 

 

 

港区災害廃棄物処理基本方針（素案）に寄せられた区民意見について 

 

 

１ 区民意見募集（パブリックコメント） 

（ １ ） 募集期間  令和４ 年２ 月１ 日～令和４ 年３ 月２ 日 

（ ２ ） 人数・ 件数 

人 数 ５ 人 

う ち 郵 便 ２ 人 

イ ンタ ーネッ ト  ３ 人 

ＦＡＸ ０ 人 

持 参 ０ 人 

件 数 ５ 件 

（ ３ ） 意見への対応状況 

区 分 対 応 状 況 件 数 

① 意見の趣旨を 踏まえ、 素案に反映し たも の ０ 件 

② 意見の趣旨は、 既に素案で記載し ているも の ４ 件 

③ 意見の趣旨は、 既存事業などで対応し ているも の ０ 件 

④ 意見の内容に対応でき ないも の ０ 件 

⑤ 素案の修正は行わないが、 意見と し て受けと めたも の １ 件 

合計 ５ 件 

 
２ 今後のスケジュール（予定） 

令和４ 年 ３ 月末頃   環境審議会委員報告（ 計画報告）  

     ９ 月     港区災害廃棄物処理基本方針に基づく マニュ アル策定 

 

令 和 ４ 年 ３ 月 ２ ５ 日  資 料 № ４  
区 民 文 教 常 任 委 員 会 



1

第７ 章　 平時の
取組　 7. 1　 教育
訓練・ 周知啓発
第６ 章　 片付け
ごみ・ 撤去ごみ
等の処理　 6. 4
仮置場
第５ 章　 災害用
ト イ レ の調達・
設置、 し 尿の処
理　 5. 2　 災害用
ト イ レ の調達・
設置等

基本的な流れがわかり やすく て、 良かっ たです。
災害発生時には混乱するこ と が多いと 思いますので、 行政だ
けでなく 、 区民も 事前準備を し っ かり と するべき だと 思いま
し た。
例えば、 区の特性と し て、 高層マン ショ ン に住んでいる人が
多いですが、 事前に災害発生時にゴミ を 出す場所やゴミ 出し
の優先順位は定期的にマンショ ンの管理会社から 周知し た方
がいいと 思いまし た。 周知さ れていれば、 ある 程度の初期の
混乱は防げると 思います。
また、 仮置場や仮設ト イ レ の場所も 事前にわかっ ていると 、
区民と し て安心でき ます。 場所の確保は難し い問題ですが、
区全体の問題と し て、 みんなが協力し ていければ、 良いと 思
いまし た。

イ ン タ ー
ネッ ト

　 平時より 区民に対し て広く 周知・ 広報を 行っ てまいり ます。
また、 ご意見のと おり 、 マンショ ン等の管理会社を 通じ た周
知・ 広報も 効果的である こ と から 、 「 港区災害廃棄物処理マ
ニュ アル」 において、 内容や手段を 含め詳細を 検討し てまいり
ます。 （本編P.142に記載）
　 仮置場を はじ め、 様々な用途で活用が想定さ れる区内の空地
に関し ては、 事前に災害時の用途を 固定し てし まう こ と で、 区
民等の生命、 身体及び財産を 災害から 保護し 、 その安全を 確保
する ための臨機応変な対応への支障につながるこ と があるた
め、 事前にお知ら せする こ と は難し いですが、 関係する 所管課
と 密に連携・ 調整し てまいり ます。 （本編P.92に記載）
　 仮設ト イ レ は、 災害発生時における 上水道・ 下水道の被害・
復旧状況、 避難所・ 福祉避難所等の開設状況なども 勘案し て設
置するこ と と なる ため、 事前の周知は難し いですが、 災害発生
時に速やかに情報発信でき るよ う 関係する 所管課と 密に連携・
調整し てまいり ます。 （本編P.72に記載）

②
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第６ 章　 片付け
ごみ・ 撤去ごみ
等の処理　 6. 4
仮置場

「 P102　 ( 3) 　 仮置場　 平時の対策」 に関し て意見いたし ま
す。
各仮置場の候補地は速やかな災害廃棄物処理を 実現するた
め、 みなと リ サイ ク ル清掃事務所（ 作業連絡所含む） の近く
（ 直線距離200m以内） が最適ではないかと 意見いたし ます。

イ ン タ ー
ネッ ト

　 発災後、 円滑に災害廃棄物の排出や収集ができ る仮置場の設
置を し てまいり ます。 除去さ れた道路上障害物等の一時的な置
場である応急仮置場や区立公園等を 利用し た区民に身近な場所
に設置する 、 住民が片付けごみ等を 直接持ち込むための地区仮
置場を 確保し ます。
　 また、 こ れら 仮置場から 収集し た災害廃棄物を 処理施設等ま
で搬出する までの間、 保管する ため、 広さ や道路状況を 勘案し
た一次仮置場を 設置し 、 速やかな災害廃棄物処理を 実施し てま
いり ます。 （本編P.92に記載）

②
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粗大ゴミ の廃棄にあたっ て未だ紙の金券を 利用し ているが、
キャ ッ シュ レ スの推進はでき ないか。
一部自治体ではキャ ッ シュ レ ス決済が始まっ ており 、 当区で
も 検討を し て頂き たい。

イ ン タ ー
ネッ ト

　 現在、 区民に購入いただいている粗大ごみ処理券は、 「 廃棄
物処理手数料」 の徴収方法と し て東京23区が共同で運用し てい
ます。
　 区は、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症の感染拡大を 契機に、 I CT
を 活用し た行政手続の見直し に取り 組んでおり ます。 みなと リ
サイ ク ル清掃事務所では、 他自治体で粗大ごみの処理手数料の
キャ ッ シュ レ ス決済が開始さ れている こ と を 鑑み、 今後東京23
区の清掃事業主管課内の検討や、 東京23区を はじ め他自治体の
動向や手法に注視し ながら 、 区民の利便性向上を 図っ てまいり
ます。

⑤

1

区民意見募集（郵送、インターネット等）により寄せられた意見に対する区の考え方　　　　　　　　　　　　　（別紙）

No 主な該当分野 区民意見 区分 区の考え方
対応
状況
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第２ 章　 組織体
制・ 情報共有
2. 2　 関係主体と
の協力・ 連携
第７ 章　 平時の
取組7. 1　 教育訓
練・ 周知啓発

素案については大変良く 出来ている と 思います。
現実に大災害が起こ っ た時、 考えている案通り 人が動けるか
心配です。 携わる人々に情報等、 知ら せる こ と が大切だと 思
います。

郵　 送

　 災害発生時に本計画が有効に機能するよ う 、 関係行政機関、
事業者等の関係者に計画を 周知すると と も に、 協力・ 連携体制
を 構築し 、 職員教育も 図っ ていき ます。 （本編P.37、P.142に
記載）

②
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第６ 章　 片付け
ごみ・ 撤去ごみ
等の処理　 6. 7
損壊家屋等の撤
去

平時は解体家屋を シート で被い、 作業する 人も 対応する衣服
（ マスク など） で仕事を する が、 災害時、 住人に確認ができ
ない場合、 どう し ているのか不安。
（ 我が家も そう ですが、 住んでいる 時は支障なく ても 解体時
は厳重な注意が必要） 古い家屋に住んでいる人に認意の申告
を し ても ら っ ておいたら よいのでは、 と 思います。

郵　 送

　 発災後、 撤去・ 解体の実施に当たっ ては、 建物所有者の立会
を 原則と し ており 、 解体作業に当たっ ては、 災害時においても
安全面に配慮し て家屋等の解体を 行います。 また、 申請様式
（ 申請書・ 同意書等） も 準備予定ですので、 対象建物の留意点
等を 記載でき る欄を 設けるなど、 注意事項・ 伝達事項を 記載で
き る よう 、 配慮するも のと し ます。
　 事前の申告は、 個別の災害で規模や被災状況などが異なるこ
と や所有者変更等も ある こ と から 難し いですが、 倒壊の危険の
ある 建物の優先撤去に当たっ ては、 住人の意思確認ができ ない
場合などは区が判断を 行います。 （本編P.111、P.112に記載）

②
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区の考え方
対応
状況

No 主な該当分野 区民意見 区分


